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内閣府（防災）では、「危機事態に迅速・的確に対応できる人」、「国・地方のネットワークを形成
できる人」を「防災スペシャリスト」に求める人材像と定め、国や地方公共団体等の職員を対象とした
「防災スペシャリスト養成研修」に取り組んでいます。

本研修では、災害リスクや防災に関する法制度などの基礎分野から、災害対策本部運営などの幹部職員に
必要なマネジメント分野に至るまで、防災スペシャリストに必要とされる知識・技能・態度を、座学や演習を
通じて体系的に学ぶことができます。

■今年度第２期は、新型コロナウィルス感染症拡大防止の観点から、PCまたはタブレットを通じて

参加いただくオンライン研修として開催します

【講義】や【ワーク】：オンデマンド形式（講義動画の聴講や指示された個人作業を行います）

【演習】 ：リアルタイム形式（テレビ会議システム「Zoom」を使用します）

受講するための環境は、受講者ご自身でご準備ください。

※インターネットに接続されたPCやタブレットが必要となります。
※受講環境が準備できない場合は、ノートPCを無償で貸与することができます。（送料のみ受講者負担）

■詳細は「募集要項」をご覧ください

主催

企画・運営

令和4年11月22日版ホームページ：https://bousai-ariake.jp/

防災スペシャリスト養成研修（有明の丘）の各コースの概要

総合
監理

防災の基本理念

地域の災害リスク

法制度・計画

災害への備え

対策立案

（防災）

２週間（黄色枠の期間）の間の自由な時間に講義動画を聴講していただきます。
その後（青枠日）に、Zoomを通じて実施する演習に参加していただきます。
演習の参加方法・時間は別途、受講者に通知します。■研修スケジュール（全10コース）

防災スペシャリスト養成研修（有明の丘）

内閣府（防災）

令和４年度 第２期(令和５年１月６日~３月５日）

【オンライン開催】

自然災害に備えて コース名 内容 主な対象者

①

防災基礎

ハザードのメカニズムと実態／地域
の脆弱性と被害の実態／防災行政概
要／災害法体系／防災計画／災害対
応力を強化する女性の視点／災害対
応過程と態度を学ぶ

防災部門のみならず、災害対応に
関わることになる職員など、災害
対応の基礎を学びたい方を対象とし
ます。

②

災害への

備え

「災害への備え」としての地域の防
災計画／行政のBCP,BCM／企業防災
／防災教育・災害教訓の伝承／住民
啓発／地域の自主的な防災活動／災
害ボランティア

防災計画等の立案や住民啓発、防災
教育、企業防災、災害ボランティア
を担当する職員など、平常時の防災
対策を実施するための知識や手法を
学びたい方を対象とします。

③

警報避難
警報等の種類と内容／避難情報の発
令判断・伝達等／土砂災害の事例／
決心ポイント／タイムライン計画／
個別避難行動の支援と計画／避難場
所・避難所の認定と適否判断

住民の避難誘導を担当する職員など、
情報の収集・分析、避難情報等の発
令、避難誘導対策を学びたい方を対
象とします。

④

応急活動
・
資源管理

初動対応における国との連携／地方
公共団体間の相互応援と受援体制／
災害廃棄物処理／救援物資の調達／
救援物資の輸配送／活動拠点・環境
の確保／救援物資ロジスティクス演
習

応急活動や応援･受援を担当する職員
など、物資・活動拠点や外部からの
応援といった災害時の資源（人・
物・環境）の管理と調整について学
びたい方を対象とします。

⑤

被災者

支援

災害救助法と被災者生活再建支援法
／避難所運営の実際／避難所のライ
フサイクル／医療による被災者支援
／多様な主体による被災者支援／被
災者支援の個別課題／生活再建支援
業務／個別避難計画の作成

医療・福祉・保健部門で避難所運営
や被災者対応を担当する職員など、
被災者支援を実施するために必要と
なる知識や手法を学びたい方を対象
とします。

⑥

復旧

・復興

公共基盤の復旧／仮設住宅／コミュ
ニティ再生／市街地の復興まちづく
り／住まいの再建／地域産業の復興
と雇用確保／復旧・復興演習

インフラ整備や都市計画部門で復興
を担当する職員や、生活・社会・
産業など総合的な復興計画策定等を
担当する政策企画部門の職員など、
被災自治体が取り組む復旧・復興政
策を学びたい方を対象とします。

⑦

指揮統制

指揮統制の世界標準／指揮統制の現
状／日本社会に適した指揮統制のあ
り方／リーダーシップのあり方／参
謀にとっての災害対策本部運営／災
害広報

災害対応における組織の運営や参謀
としての役割につく防災担当の幹部
の方などを対象とします。

⑧

対策立案

災害対策本部が行う対策立案プロセ
ス／指揮統制の世界標準／地図によ
る状況認識の統一とISUTの試み／災
害対策本部運営演習／応急期の政府
支援／効果的な災害対応計画・マ
ニュアルの立案

災害対策本部で発災時に被災状況等
を情報収集・分析し、適切な対策を
迅速に立案する防災担当の方などを
対象とします。

⑨

人材育成

訓練・研修の実際／訓練・研修企画
手法／状況付与型図上演習／地域防
災リーダーの育成／討議型図上演習
／人材育成プログラム作成演習

防災担当の幹部職員など、職員や組
織の災害対応能力向上を図るための
人材育成プログラムの策定、訓練・
研修の効果的な企画・運営の知識や
手法を学びたい方を対象とします。

⑩

総合監理

総合防災政策／総合的な被害抑止施
策の実施／リスク評価に基づく災害
対応の検証／応急対策の実態／大規
模災害の検証と対応／災害対策本部
体制

防災に関する政策立案や、平常時か
ら災害対応に必要な組織の構築を
担う防災担当幹部職員など、総合的
な防災政策を実施するための知識や
手法を学びたい方を対象とします。
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※ 複数のコースへの応募が可能です。
※ 研修カリキュラムは変更される場合がありますので、あらかじめご了承ください。
※ 講義・ワークは各コースともに合計時間は約８時間です。演習は１～３単元を予定しています。研修カリキュラム 【令和４年度 第２期】

①「防災基礎」
コースコーディネーター◇牛山素行（静岡大学）

②「災害への備え」
コースコーディネーター◇丸谷浩明（東北大学）

③「警報避難」
コースコーディネーター◇井ノ口宗成（富山大学）

④「応急活動・資源管理」
コースコーディネーター◇松永正大(元全国物流ネットワーク協会)

⑤「被災者支援」
コースコーディネーター◇田村圭子（新潟大学）

⑥「復旧・復興」
コースコーディネーター◇中林一樹（明治大学）

⑦「指揮統制」
コースコーディネーター◇林春男(防災科学技術研究所)

⑧「対策立案」 ⑨「人材育成」
コースコーディネーター◇黒田洋司(消防防災科学ｾﾝﾀｰ)

⑩「総合監理」
コースコーディネーター◇岩田孝仁（静岡大学）

講義・ワーク 演習

オンデマンド
(講義動画を聴講／個人で作業） リアルタイム

1 防災基礎総論 防災・危機管理の基本的な考
え方を学びます。

2 ハザードの
メカニズムと実態

２－１風水害
２－２火山災害
２－３地震・津波

災害

「風水害」「火山災害」「地
震・津波災害」の３つの災害
について、それぞれのハザー
ドのメカニズムや災害による
被害、防災対策について3つの
講義に分けて学びます。

3 地域の脆弱性と
被害の実態

人的被害の実態や地域を知る
ことの重要性を理解し、防災
情報に基づく避難のあり方に
ついて学びます。

4 防災行政概要／
災害法体系／
防災計画

４－１防災行政
概要

４－２災害法
体系

４－３防災計画

講義「防災行政概要」では、
防災活動全体の流れと個々の
活動の基礎的な知識を学びま
す。「災害法体系」では災害
対策基本法・災害救助法など
の災害関連法の体系等を、
「防災計画」では国や地方公
共団体等の防災計画について
学びます。

5 災害対応力を強
化する女性の視
点～男女共同参
画の視点からの
防災・復興～

「女性の視点からの防災・復
興ガイドライン」に基づき、
男女共同参画の視点からの防
災・復興の取組について学び
ます。

6 災害対応過程と
態度を学ぶ・
質疑応答

災害発生前後の地方公共団体
の対応について具体的な事例
に沿って学びます。

1 「災害への備
え」総論

自助・共助・公助による災害へ
の備えの基本的な考え方や対策
を学びます。

2 地域防災計
画・地区防災
計画・個別避
難計画

地域防災計画、地区防災計画、
個別避難計画等を、どのように
災害の備えに向けて活用するの
かを学びます。

3 防災教育・災
害教訓の伝承

地域に根差した防災活動を進め
るための防災教育および災害教
訓の伝承について学びます。

4 企業防災 企業が災害時に果たすべき役割
を認識し、企業と行政が連携し
た防災活動について学びます。

5 行政のBCP、
BCM 

行政におけるBCP、BCMの意味
と策定のポイントについて学び
ます。

6 住民啓発 住民向けの防災の啓発の基本的
な事項および具体例について学
びます。

7 地域の自主的
な防災活動

住民の自主防災組織の意義・役
割と行政による推進策について
学びます。

8 災害ボラン
ティア

災害ボランティアの意義・役割
と行政との連携について学びま
す。

9 「災害への備
え」ワーク
ショップ／全
体討論

自助・共助・公助による災害へ
の備えの推進方策についてワー
クショップ形式で学びます。ま
た、災害への備えについて学ん
だことを、受講者が自らの組織
でどのように反映させるのかを
考えます。

1 警報避難総論 警報避難対策の基本的な考え方と
事前対策を学びます。

2 警報等の種類
と内容

警報等の種類と内容、伝達を学び
ます。

3 避難情報の発
令判断・伝達等

避難情報の判断と伝達方法につい
て学びます。

4 土砂災害にお
ける警報と避難

土砂災害における警報と避難の実
務について学びます。

5 土砂災害の
事例に学ぶ

土砂災害の事例から土砂災害にお
ける警報と避難について、その実
態を演習形式で学びます。

6 風水害におけ
る警報と避難

風水害における警報と避難の実務
について学びます。マイタイムラ
イン、避難計画などについて理解
し、避難誘導の際に留意すべき点
を学びます。

7 風水害からの
警報避難に
おける決心

風水害における警報と避難の決心
ポイントを演習形式で学びます。

8 南海トラフ地震
臨時情報

地震災害の警報と避難について学
ぶ。

9 個別避難行動
の支援と計画

円滑かつ迅速な避難を実現するた
めの個別避難計画の役割と避難行
動支援の考え方を学びます。

1
0
避難場所・避難
所の認定と適
否判断／全体
討論

避難行動の目的となる避難場所・
避難所の種類、設置要件及び災害
ごとに避難場所・避難所の適否判
断をするうえでの行動を演習形式
で学びます。また、警報避難につ
いて学んだことを、業務にどのよ
うに反映させるのかを考えます。

1 被災者支援総論 被災者支援の実態と被災者
支援の全体像を学びます。

2 災害救助法と
被災者生活再建支
援法

被災者支援における災害救
助法と生活再建支援法の位
置づけや各制度、手続き、
適用事例を学びます。

3 避難所のライフサ
イクル

避難所のライフサイクルを
学びます。

4 避難所運営の実際 事例を基に避難所運営の実
際を学びます。

5 要配慮者をはじめ
とする避難者の避
難生活支援

災害時要配慮者を始めとす
る避難生活への支援対策を
学びます。

6 医療による被災者
支援

医療チームの活動と医療支
援のサイクルなど医療によ
る被災者支援を学びます。

7 多様な主体による
被災者支援/被災
者支援の個別課題

専門職能における被災者支
援と被災者支援の個別課題
を学びます。

8 生活再建支援業務 家屋の被害認定から罹災証
明の発行と罹災証明を基に
した一連の生活再建支援業
務を学びます。

9 個別避難計画の作
成

令和3年3月の災害対策基本
法において、市町村に作成
が努力義務化された個別避
難計画作成のステップとそ
の機能を学びます。

10 災害時のトイレ問
題／全体討論

避難所のライフサイクルを
演習形式で学びます。学ん
だことをグループで話し合
い、理解を深めます。

1 応急活動・資源
管理総論

応急活動の流れと資源管理に関す
る基本的な考え方について学びま
す。

2 初動対応にお
ける国との連携

国における初動対応の内容とその
連携のあり方について学びます。

3 地方公共団体
間の相互応援
と受援体制

災害時の行政機関の間で行われる
応援受援の仕組みと受援体制につ
いて学びます。

4 災害廃棄物処
理

被災地における資源確保の例とし
て、災害廃棄物の撤去・処理の進
め方と留意点を事例に基づき学び
ます。

5 救援物資の調
達／救援物資
の輸配送

救援物資の調達に関する実務と課
題について学びます。また、救援
物資の輸配送に関する実務と課題
を学びます。

6 活動拠点・環境
の確保

応急活動を行うために必要となる
活動拠点や通信サービス等の確保
について学びます。

7 救援物資ロジ
スティクス演習

救援物資の調達から輸送・保管・
配布における留意点などを演習形
式で学びます。

8 資源管理演習 災害対策本部における資源（人的、
物的、空間、サービス）の確保、管
理における留意点などを演習形式で
学びます。

9 質疑応答・意見
交換

防災力アップのため、災害時の物
資物流と広域的な応援体制につい
て学んだことを、受講者が担当す
る業務にどのように反映させるの
かを考えます。

1 総合防災政
策

総合的に防災政策を推進していく
ことの基本的な考え方を予防対策
から応急対策への流れに沿って学
びます。

2 総合的な被
害抑止施策
の実施

水害や土砂災害、地震などの被害
を抑止するため総合的な対策につ
いて学びます。

3 リスク評価に
基づく災害対
応の検証

防災アクションプランの意義と策
定方法、事業評価の手法について
学びます。

4 応急対策の
実態

災害対策本部における重要業務と
応急活動の実態について学びます。

5 大規模災害
の検証と対応

大規模災害がどのように検証され、
どのような対応方針が示されてい
るのかを学び、今後の災害への反
映を考えます。

6 災害対策本
部体制

災害対策本部体制を構築するため
に必要な体制、空間レイアウトな
ど事前に準備すべきことを学び、
災害対策本部運営の流れと心構え
を学びます。

7 全体討論 総合防災政策立案について学んだ
ことを、受講者がそれぞれの組織
でどのように反映させるのかを考
えます。

1 人材育成総論 人材育成の必要性や戦略、法律、
計画を学びます。

2 訓練・研修の
実際

国や地方公共団体等が実際に実施
している訓練や研修の実例を学び
ます。

3 訓練・研修企
画手法

防災訓練・研修を企画する際のポ
イントを学びます。

4 訓練企画運営
実践Ⅰ(状況
付与型図上演
習)

訓練手法のうち状況付与型図上演
習の一つである、災害対策本部運
営訓練を経験するとともに、さま
ざまなシナリオを用いた状況付与
型図上演習の考え方を学びます。

5 地域防災リー
ダーの育成

地域における防災リーダーの育成
の意義と研修の企画、実施手法を
学びます。

6 人材育成に関
するテーマ別
情報交換会

テーマ別に受講生と講師が情報交
換しながら交流を図ります。

7 訓練企画運営
実践Ⅱ(討議
型図上演習）

訓練手法のうち討議型図上演習の
一つである災害対応者のインタ
ビューによる追体験演習を経験す
るとともに、さまざまな素材を用
いたケースメソッドの考え方を学
びます。

8 人材育成プロ
グラム作成演
習

様々な訓練・研修を組み合わせた
人材育成のプログラムの作成手法
や留意点について学びます。

1 指揮統制総論 災害対策本部組織を統制してい
くための理論と基本構造を学び
ます。

2 指揮統制の世
界標準

世界標準における危機対応組織
の仕組みを学び、リーダーに求
められる4つの役割を学びます。

3 指揮統制の現
状

大規模災害を経験したトップが
指揮統制の本質を語ります。

4 日本社会に適し
た指揮統制のあ
り方

危機対応の世界標準に則して災
害対策本部の統制のあり方を学
びます。

5 リーダーシップ
のあり方

リーダーシップの考え方と指揮
統制を行うための要求事項を学
びます。

6 参謀にとっての
災害対策本部
運営

危機対応組織の参謀がどのよう
にトップを補佐しながら災害対
策本部を運営していくのかにつ
いて学びます。

7 災害広報
（行政の視点、
メディアの視点、
演習方法）

地方公共団体の災害広報の事例
を踏まえ、地方公共団体の長や
幹部は、メディアを通して被災
者にどう向き合い、どう語るの
かを学びます。

8 災害広報
（記者会見演
習）

地方公共団体の災害広報の事例
を踏まえ、地方公共団体の長や
幹部は、メディアを通して被災
者にどう向き合い、どう語るの
かを演習を通して学びます。

9 全体討論 防災力アップのため、指揮統制
について学んだことを、受講者
のそれぞれの組織でどのように
反映させるのかをを考えます。

1 復旧・復興総
論

災害からの復旧・復興の概念、
行政・被災者等の取り組みから
生活、産業、社会、市街地の復
興プロセスとその全体像につい
て学びます。

2 公共基盤の復
旧（基盤復興
Ⅰ）

被災した公共基盤の復旧・再建
の理念とその支援制度、対応業
務の進め方について、事例を踏
まえて学びます。

3 仮設住宅（生
活復興Ⅰ）

災害救助法による応急仮設住宅
の提供として、建設型応急住宅
の供給と、賃貸型応急住宅（み
なし仮設）の供与について、県
と市町村の役割分担、建設用地
の選定や確保、入居と管理運営、
撤去等の取組みを、事例に基づ
き学びます。

4 コミュニティ再
生（社会復興）

地域社会の再生（つながり・コ
ミュニティの継続と活性化）に
ついて事例を通して学びます。

5 市街地の復興
まちづくり（基
盤復興Ⅱ）

土地区画整理事業など市街地の
基盤を再整備する復興まちづく
りの意義と課題を事例に基づい
て学びます。

6 住まいの再建
（生活復興Ⅱ）

被災者個人の生活再生とその基
盤となる被災者の住まいの再建
について体系的に学びます。

7 地域産業の復
興と雇用確保
（産業復興）

地域社会の活力と被災者の雇用
確保のための産業復興について
事例に基づいて学びます。

8 復旧・復興演
習（復旧・復興
対策の事前準
備）／全体討
論

自らの自治体の地域防災計画の
復旧・復興編を検証し、復興対
策の体系や体制を演習形式で学
びます。また、事前復興の取り
組みの事例を通じて、自治体で
事前復興に取り組む可能性と課
題を考えます。

コースコーディネーター◇林春男(防災科学技術研究所)

1 対策立案総論 災害対応における対策立案の考え
方と情報統括、活動サイクル、体
制を学びます。

2 指揮統制の世
界標準

世界標準における危機対応組織の
仕組みを学び、リーダーに求めら
れる4つの役割を学びます。

3 災害対策本部
が行う対策立
案プロセス

「当面の対応計画（インシデン
ト・アクション・プラン）」の果
たすべき役割と基本的な構造、立
案のプロセスについて学びます。

4 地図による状
況認識の統一
とISUTの試み

GISによる統合された情報提供の
必要性とISUTの有効性について
学びます。

5 応急期の政府
支援

発災直後に各省庁から提供される
具体的な支援の内容について学び
ます。（政府の全体的な初動対応
は資源管理コース「初動対応にお
ける国との連携」で学べます。）

6 効果的な災害
対応計画・マ
ニュアルの作
成方法

災害対応計画の果たすべき役割と
基本的な構造、災害対応マニュア
ルの作成について、災害対応の事
例を基に学びます。

7 災害対策本部
運営演習(オ
ンデマンド)

災害発生後の限られた情報の中で
状況を推測し、対応方針を検討し、
計画を立案し、活動を調整しなが
ら、災害対策本部会議において対
策を決定する手法を学びます。

8 災害対策本部
運営演習（リ
アルタイム）

災害発生後の限られた情報の中で
状況を推測し、対応方針を検討し、
計画を立案し、活動を調整しなが
ら、災害対策本部会議において対
策を決定する手法を演習を通して
学びます。

9 全体討論 災害対応マネジメントにおける計
画立案について学んだことを、災
害対策本部運営にどのように反映
させるのかを考えます。


